
資料３

平成２７年度全国学力・学習状況調査における熊谷市の結果の概要について

◇本市調査結果の概要◇

【教科調査の概要「全般」】
○ 小学校国語Ｂ、中学校数学Ｂ、中学校理科は、一部の設問を除き、正答率が全国平均を
上回りました。また、小学校国語Ａ、理科、中学校国語Ａ・Ｂ、中学校数学Ａは、半数以
上の設問の正答率が全国平均を上回りました。

○ 小学校も中学校も、国語の正答率は高い傾向にあります。今後は、小学校の算数と理科
の学力を高めていく手立てを計画的に講じていくことが必要だと考えております。

【教科調査の概要「国語」】
○ 小学校では、「漢字を正しく読むこと」や「具体的な事例を挙げて説明する文章を書く
こと」「目的に応じ、中心となる語や文を捉えること」などが、よくできていました。
一方、「目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書くこと」や「コラム

の中で筆者が引用している言葉を書き抜くこと」などについては、課題が見られました。

○ 中学校では、「相手の反応を踏まえて話すこと」や「文章から適切な情報を得て、考え
をまとめること」「表現の工夫について自分の考えをもつこと」などが、よくできていま
した。
一方、「複数の資料から適切な情報を得て、自分の考えを具体的に書くこと」や「文章

の構成や展開などを踏まえ、根拠を明確にして自分の考えを書くこと」などについては、
課題が見られました。

【教科調査の概要「算数・数学」】
○ 小学校では、「繰り上がりのある２位数の加法の計算をすること」や「式で表現された
数量の関係を図と関連付けて理解すること」「図形を構成する条件を選ぶこと」などが、
よくできていました。
一方、「概数を用いた見積りの結果とそれに基づく判断を理解すること」や「図形の性

質を基に辺の長さや角度を求めること」などについては、課題が見られました。

○ 中学校では、「関数の意味を理解すること」や「問題場面における考察の対象を明確に
とらえること」などが、よくできていました。
一方、「与えられた情報から必要な情報を選択し、的確に処理すること」や「証明の必

要性と意味を理解すること」などについては、課題が見られました。

【教科調査の概要「理科」】
○ 小学校では、「水蒸気の状態の説明としてふさわしいものを選ぶこと」や「グラフを基
に地面の様子と気温の変化を関係付けながら考察して分析すること」などが、よくできて
いました。
一方、「顕微鏡の適切な操作技法に関すること」や「析出する砂糖の量を分析するため

に、グラフを基に考察し、その内容を記述すること」などについては、課題が見られまし
た。

○ 中学校では、「一つの条件で観察、実験を行った結果から、その結果を分析して解釈す
ること」や「天気の記号から風力を読み取ること」などが、よくできていました。
一方、「雲の成因を説明した他者の考えを検討して、誤っているところを改善すること」

や「音の高さを決める要因について確かめる実験を計画すること」などについては、課題
が見られました。
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小学校国語Ａ 主として「知識」に関する問題の調査結果 【平成２７年度】

領域ごとの調査結果（平均正答率）については、「話すこと・聞くこと」が約５２％、「書くこ

と」が約８７％、「読むこと」が約５９％、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」が約

７８％でした。

●話すこと・聞くこと 問題３

聞き方の説明として適切な選択肢を選ぶ問

題の正答率は約５２％でした。この結果から、

「話の内容に対する聞き方を工夫すること」

が課題となっています。

●書くこと 問題４

説明の文章の書き方の工夫として適切な選

択肢を選ぶ問題の正答率は約８７％でした。

この結果から、「具体的な事例を挙げて説明

する文章を書くこと」への意識が高まってい

ます。

〈課題となっている問題例〉問題５ ●読むこと 問題５、６、７

登場人物の関係についての説明として適切

な選択肢を選ぶ問題の正答率は約７０％でし

た。

これに対して、コラムの中で筆者の読書体

験が書いてあるまとまりとして、適切な選択

肢を選ぶ問題の正答率は約５８％でした。ま

た、コラムの中で筆者が引用している言葉を

書き抜く問題の正答率は約３０％でした。こ

の結果から、「表現の工夫を捉えること」や

「引用の仕方」が課題となっています。

●伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

問題１、２、７

漢字の読み書きでは、「読み」が約９６％、

「書き」が約７３％の正答率でした。「書き」

の指導にさらなる工夫改善が求められます。

これに対して、文の主語として適切な選択

肢を選ぶ問題の正答率は約５１％でした。こ

の結果から、「文の構成に着目し、主語と述

語を捉えること」が課題となっています。
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小学校国語Ｂ 主として「活用」に関する問題の調査結果 【平成２７年度】

領域ごとの調査結果（平均正答率）については、「書くこと」が約６４％、「読むこと」が約７１％

でした。

※ 「話すこと・聞くこと」、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」は、出題されていま

せん。

●目的や意図に応じて新聞を書く

新聞の割り付けとして適切な選択肢を選ぶ問

題の正答率は約７５％でした。また、見出しの

表現の工夫についての説明として適切な選択肢

を選ぶ問題の正答率は約７０％でした。

これに対し、インタビューの様子の内容をま

とめて書く問題の正答率は約３８％でした。

この結果から、「目的や意図に応じ、取材し

た内容を整理しながら書くこと」が課題となっ

ています。

●目的に応じ、文章と図とを関係付けて読む

目的に応じ、中心となる語や文を捉え、適切

〈課題となっている問題例〉１ な内容を書き抜く問題の正答率は約７８％と約

８８％でした。また、文章の要旨をまとめて書

く問題の正答率は約８２％でした。

これに対し、楽器の分担の決め方について、

文章の内容と楽器の分担図を基にして書く問題

の正答率は約４６％でした。

この結果から、「文章と図とを関係付けて、

自分の考えを書くこと」が課題となっています。

●相手や目的に応じて読み聞かせをする

声に出して読むときの工夫とその理由を書く

問題の正答率は約７１％でした。

これに対し、場面のまとまりとして適切な選

択肢を選ぶ問題の正答率は約６２％でした。

この結果から、「登場人物の行動を基にして、

場面の移り変わりを捉えること」が課題となっ

ています。
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中学校国語Ａ 主として「知識」に関する問題の調査結果 【平成２７年度】

領域ごとの調査結果（平均正答率）については、「話すこと・聞くこと」が約８０％、「書くこ

と」が約７３％、「読むこと」が約８６％、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」が約

７３％でした。

●話すこと・聞くこと 問題１、８

スピーチの途中で聞き手の反応を見て、とっ

た対応として適切な選択肢を選ぶ問題の正答率

は約９３％でした。

これに対して、「成否」という言葉を聞いて

分かりやすい表現に直す問題の正答率は約６６

％でした。この結果から、「聞き手にとって分

かりやすい語句を選ぶこと」が課題となってい

ます。

●書くこと 問題２、４、７

意見文を直した意図として適切な選択肢を選

ぶ問題の正答率は約８４％でした。

これに対して、二つの回答案の構成の違いを

説明したものとして適切な選択肢を選ぶ問題の

〈課題となっている問題例〉９ 正答率は約６８％でした。この結果から、「伝

えたい事柄が明確になるように文章の構成を理

解すること」が課題となっています。

●読むこと 問題３ 二、三 ５、６

「なぜ、排水管はＳ字形になっているのか。」

という問いに対する答えとして適切な選択肢を

選ぶ問題の正答率は約９５％でした。

これに対して、「あす」と「あした」という

言葉の意味の変化を整理した表に当てはまる言

葉として適切な選択肢を選ぶ問題の正答率は約

７１％でした。この結果から、「目的に応じて

要旨を捉えること」が課題となっています。

●伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

問題３ 一、９

漢字の読み書きでは、「読み」が約９１％、

「書き」が約７５％であり、「書き」の指導に

さらなる工夫改善が求められます。語句の意味

を理解し、文脈の中で適切に使う問題について

は、半数以上が７０～９０％台の正答率でした。

これに対して、「青い」と「青さ」の品詞と

して適切な選択肢を選ぶ問題の正答率は約３４

％でした。この結果から、「単語の類別」が課

題となっています。

－７－



中学校国語Ｂ 主として「活用」に関する問題の調査結果 【平成２７年度】

領域ごとの調査結果（平均正答率）については、「話すこと・聞くこと」が約７１％、「書くこ

と」が約３６％、「読むこと」が約６４％でした。

※「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」は、出題されていません。

●資料を作成して発表する

フリップを作成する際に、取り入れたポ

イントとして適切な選択肢を選ぶ問題の正

答率は約８７％でした。

これに対し、演奏するタイミングを選択

し、その理由をノートの内容と結び付けて

書く問題の正答率は約５３％にとどまりま

した。この結果から、「資料の提示の仕方

を工夫し、その理由を具体的に書くこと」

が課題となっています。

●情報を関連させて読む

ウェブページの文章の内容について述べ

た文の空欄に当てはまる言葉として適切な

〈課題となっている問題例〉２ 選択肢を選ぶ問題の正答率は約８４％でし

た。

これに対し、資料を参考にして２０２０

年の日本の社会を予想し、その社会にどの

ように関わっていきたいか、自分の考えを

書く問題の正答率は約２４％にとどまりま

した。この結果から、「複数の資料から適

切な情報を読み取り、自分の考えを具体的

に書くこと」が課題となっています。

●文学的な文章を読む

「お泣きなさるな」という翻訳の効果と

して適切な選択肢を選ぶ問題の正答率は約

９０％でした。

これに対し、文章の最後の一文があった

方がよいかどうかについて、話の展開を取

り上げて自分の考えを書く問題の正答率は

約３１％にとどまりました。この結果から、

「文章の構成や展開などを読み取り、根拠

を明確にして自分の考えを書くこと」が課

題となっています。
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小学校算数Ａ 主として「知識」に関する問題の調査結果 【平成２７年度】 

 

 領域ごとの調査結果については、「数と計算」約８０％、「量と測定」約６９％、「図形」約６３％、「数量

関係」約８６％の正答率でした。 

●数と計算 問題１、２ 

 繰り上がりのある２位数の加法の計算に

ついては９５％を上回る正答率でした。ま

た、加法における計算の確かめの方法や、

分数の減法や除法の計算については８０％

を上回る正答率でした。 

しかし、末尾の位のそろっていない小数

の減法の計算の正答率は約７１％、単位と

なる小数のいくつ分で小数の大きさを表す

問題の正答率は約７２％であり、小数が整

数と同じ仕組みで表されていることについ

ての理解や、小数の計算の仕方についての 

理解が課題となっています。 

●量と測定 問題３、４ 

 １８０°よりも大きい角のおよその大きさを、

２直角、３直角を基に捉える問題では８０％を上

回る正答率でした。 

 しかし、１８０°や３６０°を基に分度器を用

いて１８０°よりも大きい角の大きさを求める

問題の正答率は約５４％であり、分度器を用いて、

角の大きさを正確に測定することが課題となって

います。 

 

●図形 問題５、６ 

 示された見取図の情報を基に、展開図に必要な

面の大きさを読み取る問題の正答率は約７５％で

した。 

 しかし、示された三角形が二等辺三角形になる

根拠となる円の性質を選択する問題の正答率は約

５０％、円の性質から三角形の等辺を捉え、二等

辺三角形の性質から底角の大きさを求める問題の

正答率は約６０％であり、図形の構成を、図形の

特徴と関連付けて捉えることや、図形の性質を基

に、角の大きさや辺の長さを求めることが課題と

なっています。 

 

●数量関係 問題７、８ 

 式で表現された数量の関係を図と関連付けて理解する問題の正答率は約９１％、グラフに表されている事

柄を読み取る問題の正答率は約８１％でした。 

 

〈課題となっている問題例〉 

５ 円と二等辺三角形 
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小学校算数Ｂ 主として「活用」に関する問題の調査結果 【平成２７年度】 

 

 領域ごとの調査結果については、「数と計算」約４２％、「量と測定」約４２％、「図形」約４６％、「数量

関係」約４０％の正答率でした。 

●数と計算 問題３、４ 

 四捨五入して千の位までのおよその数

にして計算する問題では約５１％、切り

上げた場合の見積りの結果を基に、目標

に達しているかについて判断する問題で

は約６５％、概数を用いた見積りの結果

とそれに基づく判断を理解し、３０００

個集めればよい理由を記述する問題では

約２１％の正答率でした。 

日常生活の事象の解決に概数や概算を

活用して、目的に応じて合理的かつ能率 

           的に判断することが課題となっています。 

●量と測定 問題２、５ 

 長方形の面積を２等分する考えを基に、分割さ

れた二つの図形の面積が等しくなる理由を記述す

る問題では約１２％、条件を変更した場面に面積

を２等分する考えを適用して、示された部分の面

積を求める問題では約５１％の正答率でした。 

 示された考えを基に、根拠となる事柄を過不足

なく説明したり、条件を変更した場面での考察・

処理をしたりすることが課題となっています。 

 

●図形 問題１、３、５ 

 平行四辺形の性質を基に、平行四辺形を構成す

ることができる辺の組み合わせを選ぶ問題では９

５％を上回る正答率でした。しかし、平行四辺形

の作図の方法に用いられる図形の約束や性質を選

ぶ問題では約５７％、示された二組の道のりが等

しくなる根拠として、図形を見いだし、その図形

の性質を記述する問題では約２８％の正答率でし

た。 

 作図の操作と図形の性質を関連付けたり、図形

の約束や性質を用いて事象を的確に判断したり考

察したりすることが課題となっています。 

 

●数量関係 問題２ 

 単位量当たりの大きさを用いて、目的に応じた買物の仕方を選択し、代金を求める問題では約６３％、示

された情報から基準量を求める場面と捉え、比較量と割合から基準量を求める問題では約８％、示された割

引き後の値段の求め方の中から誤りを指摘し、正しい求め方と答えを記述する問題では約４９％の正答率で

した。 

 示された情報から基準量と比較量、割合の関係を正しく捉え、基準量を正しく求めることが課題となって

います。 

 

〈課題となっている問題例〉 

２ 場面の読み取りと処理・判断（おつかい） 
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中学校数学Ａ 主として「知識」に関する問題の調査結果 【平成２７年度】 

 

 領域ごとの調査結果については、「数と式」約６７％、「図形」約６５％、「関数」約６３％、「資料の活

用」約６４％の正答率でした。 

●数と式 問題１、２、３ 

 １２：９と等しい比を選ぶ問題で約９４％、

５ｘ―ｘを計算する問題で約８５％の正答率

でした。しかし、数量の関係を文字式に表す問

題では約２１％、連続する３つの整数のうち最

も小さい整数をｎとするとき、それらの和が中

央の整数の３倍になることを、ｎを用いた式で

表す問題では約５４％、連立二元一次方程式を

つくるために着目する数量を表した式を選ぶ

問題では約４９％の正答率でした。   

文字を用いた式で数量の関係を説明するた

めの構想の必要性と意味の理解や、具体的な事

象における数量の関係を捉え、連立二元一次方程式をつくることが課題となっています。 

 

●図形 問題４、５、６、７、８ 

 直角三角形の斜辺を軸として回転させてできる立体を選ぶ問題や、与えられた投影図から立体を読み取

り、その立体を選ぶ問題、同位角の位置にある角について正しい記述を選ぶ問題では８０％を上回る正答

率でした。しかし、対頂角は等しいことの証明について正しい記述を選ぶ問題では約２６％の正答率でし

た。 

 証明の必要性と意味を理解することが課題となっています。 

 

●関数 問題９、10、11、12、13 

 時間と道のりの関係を表すグ

ラフを基に、出発してから１５分

後にいる地点までの家からの道

のりを求める問題では約８６％

の正答率でした。しかし、比例の

グラフから、ｘの変域に対応する

ｙの変域を求める問題では約４

６％、二元一次方程式ｘ＋ｙ＝３

の解を座標とする点の集合とし

て正しいものを選ぶ問題では約

３４％の正答率でした。 

二元一次方程式の解を座標と

する点の集合は、直線として表さ

れることの理解が課題となって

います。 

 

●資料の活用 問題 14、15 

 度数分布表について、ある階級の度数を求める問題やセットメニューの選び方の総数を求める問題では

７５％を上回る正答率でした。しかし、反復横とびの記録の中央値を求める問題では約４６％の正答率で

した。   

与えられた資料から中央値を求めることが課題となっています。 

 

〈課題となっている問題例〉８ 対頂角は等しいことの証明 
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数学Ｂ 

中学校数学Ｂ 主として「活用」に関する問題の調査結果 【平成２７年度】 

 

 領域ごとの調査結果については、「数と式」約６５％、「図形」約４１％、「関数」約３３％、「資料の

活用」約３３％の正答率でした。 

●数と式 問題２、５ 

 連続する３つの整数が１９、２０、２１

のとき、それらの和が中央の整数の３倍に

なるかどうかを確かめる式を書く問題では

８０％を上回る正答率でした。しかし、連

続する３つの整数の和が中央の整数の３倍

になることの説明を完成する問題では約４

３％、連続する５つの整数の和について成

り立つ事柄を表現する問題では約６６％の

正答率でした。 

事柄が成り立つ理由を、構想を立てて説

明することや、発展的に考え、予想した事

柄を説明することが課題となっています。 

●図形 問題３、４ 

 四角形ＥＦＧＨがいつで

も平行四辺形になるように

点Ｆの位置を決める方法を、

平行四辺形になるための条

件を用いて説明する問題で

は約２４％、正方形ＡＢＣ

Ｄを平行四辺形ＡＢＣＤに

変えても、ＡＥ＝ＣＦとな

ることの証明を完成する問

題では約５３％の正答率で

した。 

事象を図形に着目して考

察した結果を基に、問題解

決の方法を図形の性質を用

いて数学的に説明すること

が課題となっています。 

 

●関数 問題１、６ 

 投映画面がスクリーンに収まり、できるだけ大きく映し出すことができる投映距離を選ぶ問題で約３

６％、映像の明るさを２倍にするための投映画面の面積の変え方を選び、その理由を説明する問題では

約１６％の正答率でした。 

事象を式の意味に即して解釈し、その結果について、数学的な表現を用いて説明することが課題となっ

ています。 

 

●資料の活用 問題５ 

 落とし物を題材とした問題で、１回目の調査で、落とし物の合計のうち、文房具の占める割合を求め

る式を答える問題では約４１％、２回目の調査の方が落とし物の状況がよくなったとは言い切れないと

主張することもできる理由を、グラフを基に説明する問題では約２６％の正答率でした。 

資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することが課題となっています。 

 

〈課題となっている問題例〉 

１ 事象の数学的な表現と解釈（プロジェクター） 
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小学校理科 主として「知識」・「活用」に関する問題の調査結果 【平成２７年度】 

 

 区分ごとの調査結果については、「物質に関する問題」約５７％、「エネルギーに関する問題」約６５％、「生命

に関する問題」約５９％、「地球に関する問題」約５９％の正答率でした。 

●エネルギーに関する問題 問題１ 

（主として「活用」に関する問題）   

電磁石の働きを利用した振り子が左右に

等しく振れる導線の巻き方や乾電池のつな

ぎ方について、当てはまるものを選ぶ問題

の正答率は、約７５％でした。   

しかし、電磁石と磁石が退け合うように

するための極の組み合わせを選ぶ問題の正

答率は、約５４％でした。磁石の性質（磁

石の異極は引き合い、同極は退け合うこと）

と電磁石の導線に電流を流したときの電流

の働き、振り子の運動を関連させながら、

振り子が左右に等しく振れる仕組みに適用したり、試行した結果を基に自分の考えを改善したりすることが課題

となっています。 

 

●生命に関する問題 問題２（主として「活用」に関する問題） 

 養分のとり方などメダカや人、インゲンマメの成長の様子について、共通点や差異点などを基にして、生物と

して個別に考察するのではなく、それぞれ分析して共通点や差異点を捉える問題の正答率は、約７５％でした。 

しかし、インゲンマメとヒマワリを対象として、植物の成長と条件について、植物の適した栽培場所を成長の

様子と日光の当たり方を適用してその内容を記述する問題の正答率は、約４６％でした。植物の成長には日光や

肥料などが関係していることと、太陽は東の方から南の空を通って西の方に動くことを関係付けて捉え、適した

栽培場所に適用して考察することが課題となっています。 

  

●物質に関する問題 問題３ 

（主として「知識」に関する問題）  

 メスシリンダーの名称についての問題の正答率は、約７

０％でした。 

しかし、メスシリンダーで一定量の水をはかり取る適切な

扱い方についての問題の正答率は、約５１％でした。顕微鏡

も含め、観察・実験器具を目的に応じて適切に使用できるよ

うになることが課題となっています。 

 

●地球に関する問題 問題４ 

（主として「活用」に関する問題） 

 打ち水の効果について、グラフを基に地面の様子と気温の

変化を関係付けながら考察して分析する問題の正答率は、約

８８％でした。 

しかし、方位を判断するために、観察した事実と関係付け

ながら情報を考察して分析する問題の正答率は、約４８％で

した。観察している方位について東西南北の位置関係と方位

が９０°ずつ区切られていることを基に情報を考察して分

析することが課題となっています。 

〈課題となっている問題例〉  
２ 生命に関する問題 ⑸植物の成長と条件 
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－１４－ 

中学校理科 主として「知識」・「活用」に関する問題の調査結果 【平成２７年度】 

 

 領域ごとの調査結果については、「物理的領域」約５０％、「科学的領域」約５７％、「生物的領域」約６５％、

「地学的領域」約５０％の正答率でした。 

 

●化学的領域 問題１ 

（主として「知識」に関する問題）   

塩化ナトリウムを化学式で表す問題の正答率

は、約７６％でした。   

しかし、濃度５％の塩化ナトリウム水溶液 

１００ｇをつくるために必要な塩化ナトリウム

と水の質量を求める問題の正答率は、約４３％

でした。特定の質量パーセント濃度の水溶液の

溶質と水のそれぞれの質量を求めることが課題

となっています。 

 

●地学的領域 問題２、３ 

（主として「活用」に関する問題） 

 上空を飛行中の飛行機内での菓子袋の膨らみ

を検討する実験について、モデルを使った実験を計画するなど、空気を抜く操作に対応する飛行機の状況を推論

する問題の正答率は、約６５％でした。 

しかし、湿った空気が斜面に沿って上昇してできる雲について、その成因を説明した他者の考えを検討して、

誤っているところを改善する問題の正答率は、約１３％でした。資料を基に、他者の考察を検討して改善し、水

の状態変化と関連付けて雲の成因を正しく説明することが課題となっています。 

  

●物理的領域 問題４、５、６ 

（主として「知識」に関する問題）  

 抵抗に加わる電圧と流れる電流から、抵抗の大きさを

計算し求める問題の正答率は、約６０％でした。 

平成２４年度において電力量を求めることに課題が見

られたことから、これに関係する「オームの法則」の概

念の形成の状況を把握するために出題されましたが、引

き続き、「オームの法則」の概念の形成と、式を正しく立

てることが課題となっています。 

 

●生物的領域 問題７、８ 

（主として「活用」に関する問題） 

 実験結果を分析して解釈し、キウイフルーツはゼラチ

ンを分解することを指摘する問題の正答率は、約７８％

でした。 

しかし、フナ、ナマズとハゼのえらぶたの開閉回数の

実験の結果を比較して、他者の考察を検討して改善し、

課題に対して適切な考察を記述する問題の正答率は、約

５２％でした。実験の結果を比較して考察する際に、課

題に正対した考察をすることが課題となっています。 

 

 

 

〈課題となっている問題例〉  

２ 島の上だけに雲ができる現象 ⑶（雲の発生） 
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「学習指導改善のための今後の方策」

小学校国語

●主として「知識」に関する問題の調査結果から●
「話すこと・聞くこと」については、聞き方のポイント（話の目的や意図、

提案理由、提案内容の有効性等）を提示し、これに基づいて聞くことで、話の
内容に対する聞き方を工夫する活動を取り入れるなど、指導の充実を図ります。
「書くこと」については、説明する文章を書く際に、具体的な事例のある文

章と具体的な事例のない文章を提示し、読み比べることで、具体的な事例を入
れた文章の方が、より分かりやすくなることを実感する活動を取り入れるなど、
指導の充実を図ります。
「読むこと」については、キーワードや具体的な事例の見つけ方を提示し、

これに基づいて読むことで、文章の内容を的確に押さえて要旨や表現の工夫を
捉える活動を取り入れたり、「引用の仕方」をくり返し指導したりするなど、指
導の充実を図ります。
「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」については、日常的に文章

の中で当該学年の配当漢字を使う機会を増やすなど、指導の充実を図ります。
●主として「活用」に関する問題の調査結果から●
「目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら書く力」や「文章と図と

を関係付けて、自分の考えを書く力」、「登場人物の行動を基にして、場面の移
り変わりを捉える力」が高まるよう、並行読書や児童の実態に合った単元を貫
く言語活動（読書新聞、ポップ、推薦文、本のショーウインドウ等）を取り入
れるなど、指導を工夫します。

中学校国語

●主として「知識」に関する問題の調査結果から●
「話すこと・聞くこと」については、話し方・聞き方のポイントを提示し、

これを活用することで、聞き手を意識して、分かりやすい言葉を使うことや必
要に応じて質問しながら聞くといった活動を取り入れるなど、指導の充実を図
ります。
「書くこと」については、文章構成の工夫や伝えたいことの内容（中心的な

部分と付加的な部分）を意識し、伝えたい事柄が効果的に伝えるといった活動
を取り入れるなど、指導の充実を図ります。
「読むこと」については、要旨の捉え方や表現の特徴の捉え方を確認し、目

的に応じて情報を整理しながら読むといった活動を取り入れるなど、指導の充
実を図ります。
「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」については、帯単元や小テ

スト等を行い、単語の類別の理解を確実なものにする活動を取り入れるなど、
指導の充実を図ります。
●主として「活用」に関する問題の調査結果から●
「資料の提示の仕方を工夫し、その理由を具体的に書く力」や「複数の資料

から適切な情報を読み取り、自分の考えを具体的に書く力」、「文章の構成や展
開などを読み取り、根拠を明確にして自分の考えを書く力」が高まるよう、多
読や生徒の実態に合った課題解決的な、単元を貫く言語活動（推薦文、ポップ、
本の帯等）を取り入れるなど、指導を工夫します。

－１５－



「学習指導改善のための今後の方策」

小学校算数

●主として「知識」に関する問題の調査結果から●

「数と計算」については、計算の結果を見積ったり、計算の仕方を考えた

り、結果を振り返って確かめたりする活動を取り入れるなど、指導の充実を

図ります。

「量と測定」については、角の大きさの見当を付けたり、角の大きさを測

定したり、角の測定の結果を振り返って確かめたりする活動を取り入れるな

ど、指導の充実を図ります。

「図形」については、図形の性質を基に、根拠となる事柄を過不足なく説

明する活動を取り入れるなど、指導の充実を図ります。

「数量関係」については、日常生活の事象の解決に、割合の考えを活用し

て、合理的に判断する活動を取り入れるなど、指導の充実を図ります。

●主として「活用」に関する問題の調査結果から●

考えを批判的に考察し、考えの妥当性を評価するとともに、それを基に考

えを修正する活動を取り入れるなど、指導を工夫します。

中学校数学

●主として「知識」に関する問題の調査結果から●

「数と式」については、事柄や数量の関係を捉え、その関係を文字の式に

表す活動、構想を立て、根拠を明確にして事柄が成り立つ理由を説明する活

動を取り入れるなど、指導の充実を図ります。

「図形」については、証明の必要性と意味を、帰納と演繹の違いに着目し

て捉えたり、図形の性質に着目し、数学的な表現を用いて問題解決の方法を

説明したりする活動を取り入れるなど、指導の充実を図ります。

「関数」については、グラフの傾きの意味を捉え、具体的な事象に関連づ

けて解釈したり、数学的な解釈に基づき、事柄が成り立つ理由を説明したり

する活動を取り入れるなど、指導の充実を図ります。

「資料の活用」については、多数回の試行を通して、その結果から得られ

る確率の意味を捉えたり、資料の傾向を的確に捉え、数学的な表現を用いて

判断の理由を説明したりする活動を取り入れるなど、指導の充実を図ります。

●主として「活用」に関する問題の調査結果から●

与えられた性質を証明するだけでなく、条件を変えたり証明を読んだりす

ることを通して、新たな性質を見いだす活動を取り入れるなど、指導を工夫

します。

－１６－



「学習指導改善のための今後の方策」

小学校理科

●主として「知識」に関する問題の調査結果から●
器具の名称とともに扱い方を合わせて理解できるように積極的に体験的な

学習を行い、パフォーマンステスト等による定着の見届けも行います。
様々な機会を通して観察器具を使い、「もっとくわしく調べてみたい」と

いう学習意欲をもたせて観察を行います。
調べた結果について差異点や共通点を見いだし、分析できるようにします。

●主として「活用」に関する問題の調査結果から●
実験観察の際には予想を行い、変化とその要因とを関係付けて考えさせる

学習を行います。
実験結果やグラフをもとに、実際の自然や日常生活に当てはめて、ものづ

くりなど、生活に生かすことを考えた活動を行います。
日ごろから、興味があるような身の回りの事物現象を取り上げ、獲得した

知識と関係付けて捉えられるよう指導します。

中学校理科

●主として「知識」に関する問題の調査結果から●
理科で学習した知識・技能を活用できるようにするために、生徒が考えた

り、説明したりする学習場面を単元全体の課題として設定したり、特に単元
の終わりで設定したりします。
生徒が考える際には、まず、個人で考えさせた後に、グループで互いの考

えを共有させる学習を行います。
生徒が説明する際には、根拠を示し、事実と考えを区別して表現させる学

習を行います。
●主として「活用」に関する問題の調査結果から●

観察・実験の結果を考察する際には、生徒が小学校で培った問題解決の能
力を踏まえて、比較や分類したり、関係付けたりする視点をもって分析して
解釈できる学習を行います。
予想や仮説を設定し、検証する実験を計画的にできるようにするために、

変化することと、その原因として考えられる要因の関係や挙げた要因を「変
える条件」と「変えない条件」で整理して提示した学習を行います。
自然の事物・現象から問題を見いだし、適切に課題づくりができるように

するために、授業の導入の時間を充実します。
観察・実験の考察の場面における話合いでは、自分の考えや他者の考えを、

検討して改善できるようにするために、「仮説と実験の結果が一致している
かどうか」など、課題に正対した考察になっているかなどの視点を示して、
検討して改善する場面を設定した授業を行います。
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